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国
土
交
通
省
北
陸
地
方
整
備
局

が
大
河
津
分
水
路
改
修
の
調
査
に

着
手
し
ま
し
た
。

　

大
河
津
分
水
路
改
修
は
、
市
の

水
害
対
策
を
考
え
る
上
で
根
幹
と

な
る
重
要
な
事
業
。
信
濃
川
は
も

と
よ
り
中
小
河
川
も
含
め
、
治
水

安
全
度
が
大
き
く
向
上
し
ま
す
。

流
域
に
暮
ら
す
私
た
ち
に

信
濃
川
が
も
た
ら
す
も
の

  

市
の
中
央
を
流
れ
る
信
濃
川
。

昔
も
今
も
、
そ
し
て
未
来
も
、
流

域
に
暮
ら
す
私
た
ち
市
民
に
大
き

な
関
わ
り
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

市
内
を
流
れ
る
河
川
の
ほ
と
ん

ど
は
信
濃
川
に
通
じ
、
癒
や
し
の

水
辺
空
間
で
あ
る
と
と
も
に
長
岡

の
市
民
生
活
と
産
業
振
興
に
な
く

て
は
な
ら
な
い
水
資
源
で
す
。

　

一
方
で
、
毎
年
梅
雨
の
時
期
に

な
る
と
、
大
雨
で
信
濃
川
水
系
は

増
水
。
平
成
23
年
７
月
の
新
潟
・

福
島
豪
雨
で
は
、
長
岡
市
街
地
や

栃
尾
・
川
口
地
域
な
ど
で
甚
大
な

被
害
が
発
生
。
大
河
津
分
水
路
の

水
位
上
昇
に
よ
り
寺
泊
地
域
に
は

避
難
準
備
情
報
を
発
表
し
ま
し
た
。

世
紀
の
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

つ
い
に
始
動

　

大
河
津
分
水
路
は
大
正
11
年
に

通
水
。
以
来
幾
多
の
大
雨
に
耐
え
、

広
大
な
流
域
の
発
展
に
寄
与
し
て

き
ま
し
た
。
そ
し
て
今
年
、
92
年

ぶ
り
に
抜
本
的
改
修
に
向
け
て
調

査
が
始
ま
り
ま
す
。

　

現
在
の
大
河
津
分
水
路
は
河
口

に
向
か
っ
て
川
幅
が
狭
く
な
り
流

下
能
力
が
不
足
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
を
拡
幅
改
修
す
る
こ
と
で
、
信

濃
川
の
中
流
部
に
位
置
す
る
本
市

で
も
水
位
が
低
下
。
栖
吉
川
や
黒

川
な
ど
信
濃
川
水
系
の
中
小
河
川

の
水
の
流
れ
も
よ
く
な
り
ま
す
。

こ
の
改
修
は
、
本
市
は
も
ち
ろ
ん

流
域
全
体
の
治
水
上
、
不
可
欠
の

事
業
な
の
で
す
。

早
期
着
工
を
要
望

  

市
は
こ
れ
ま
で
、
大
河
津
分
水

路
を
は
じ
め
と
す
る
信
濃
川
水
系

の
改
修
を
国
と
県
に
要
望
し
続
け

て
き
ま
し
た
。
昨
年
６
月
に
は
、

「
信
濃
川
改
修
期
成
同
盟
会
」（
会

長
：
森
市
長
）と「
大
河
津
分
水
改

修
促
進
期
成
同
盟
会
」（
会
長
：
新

潟
市
長
）
が
国
に
平
成
26
年
度
中

の
事
業
着
手
を
要
望
し
て
い
ま
す
。

　

水
害
か
ら
信
濃
川
流
域
に
暮
ら

す
市
民
を
守
る
た
め
、
今
後
も
、

一
日
も
早
い
工
事
着
手
を
国
に
強

く
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

大
河
津
分
水
路
拡
幅
へ

〝
水
害
か
ら
市
民
を
守
る
〞
改
修
工
事
に
向
け
調
査
着
手 

問河川港湾課
☎39･2233

大河津分水路改修のメニュー

改修工事の残土を活用
寺泊で道路整備を構想

　市は20～30年後を目途に、海岸沿いに寺
泊湾岸道路、大河津分水路の左岸堤防上に
寺泊アクセス弾丸道路を整備する構想をま
とめました。アクセスの向上で、年間280
万人の観光客が訪れる寺泊港周辺地域の活
性化を図ります。

寺
泊
湾
岸
道
路

日 

本 

海

寺泊に
２つの道路を新設

寺泊アクセス
弾丸道路

大
河
津
分
水
路

大
河
津
分
水
路

J
R
J
R越

後
線
越
後
線

国道116号
長岡寺泊線

国道402号

➡
至長岡

●老朽化している第二床
とこ

固
がため

（川底が流水で削られるのを防ぐ、
　河川を横断して設置する施設）を改築
●河口山地部の拡幅と低水路を掘削し、流下能力を向上
●浸透から安全性を確保するため、堤防を強化

日本海日本海日本海
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金山宏行
代表監査委員

　

ご
紹
介
し
ま
す

　

４
月
１
日
付
け
で
、
常
勤
の

代
表
監
査
委
員
に
金
山
宏
行

（
前
政
策
監
）が
就
任
し
ま
し
た
。

　

和
田
隆
代
表
監
査
委
員
は
、

３
月
31
日
付
け
で
退
任
し
ま
し
た
。

みんなの想い

伝えたいのは亡
く
な
ら
れ
た
方
へ
の「
追
悼
」

全
国
か
ら
の
支
援
に「
感
謝
」

経
験
と
教
訓
の「
伝
承
」

復
興
し
た
姿
を
全
国
へ「
発
信
」

７･13水害･中越大震災から10年

想いをひとつにつなぐ
フェニックスプロジェクト 始まる

　

復
興
10
年
の
節
目
の
今
年
、

全
市
を
挙
げ
て
復
興
し
た
姿
を
全

国
に
発
信
す
る
た
め
、
復
興
を
支

え
て
き
た
市
民
と
市
が
協
働
し
、

復
興
10
周
年
祈
念
事
業
「
フ
ェ
ニ

ッ
ク
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
進
め

ま
す
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
復
興
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

・
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
を
は
じ
め
、
復

興
に
携
わ
っ
て
き
た
市
民
活
動
団

体
か
ら
の
提
案
に
よ
り
立
ち
上
げ

た
推
進
会
議
で
一
体
的
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　

４
月
24
日
の
第
１
回
会
議
で
、

統
一
コ
ン
セ
プ
ト
（
上
）
や
キ
ャ

ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
、
ロ
ゴ
マ
ー
ク

（
左
上
）
を
決
定
。
構
成
団
体
が

計
画
し
て
い
る
事
業
を
フ
ェ
ニ
ッ

ク
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
連
携

し
て
取
り
組
む
こ
と
を
確
認
し
ま

し
た
。
来
年
３
月
ま
で
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
一
丸
と
な
っ
て
展
開
し

ま
す
。

問
地
域
振
興
戦
略
部
☎
39
･
２
５

１
５

キャッチフレーズは
復興10年 たくましく前へ、長岡

～そのさきの未来へ～
主な事業（来年３月までの予定から抜粋）
■復興祈願花火 ｢フェニックス10｣ の打ち上げ
　市民の復興にかけるパワーの象徴 ｢フェニックス花火｣
の打ち上げと、メモリアルＤＶＤの発売や記念誌を発行
し、10周年の想いを全国へ届けます。
■中越大震災復興の集い
　山古志・川口地域の追悼式とアオーレ長岡を三元中継

11地域で花火同時打ち上げ
■フェニックスコンサート
　10月23日復興コンサートを開催
■東日本大震災の被災地支援
　地域づくり事例集の発行
　岩手県大槌町との交流

共同会見でスタート
▶
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
推
進
会
議
の
発
足
を
発

表
す
る
森
市
長
と
座
長
を
務

め
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
復
興
支
援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク･

フ
ェ
ニ
ッ
ク

ス
代
表
理
事
の
樋
口
勝
博
さ

ん
。
推
進
会
議
の
事
務
局
は

市
と
同
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
置
き
ま
す

（
４
月
16
日
）


